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会社紹介

◆グローバルネットワークと自社販売サイトを活用した訪日旅行事業の取り組み

❑ HIS海外拠点数　※2025年1月31日時点

❑ HIS外国人向け販売サイト（1,000商品を超えるタビナカ商品を展開）

富士＆箱根 広島＆宮島 蔵王とキツネ村 スノーモンキー
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自己紹介

株式会社エイチ・アイ・エスに入社

ウランバートル支店に出向（モンゴル駐在）

訪日旅行営業本部に配属（東京）

鳥取県に訪日拠点を立ち上げ（鳥取駐在）

関西インバウンドチームに配属（大阪）

現在に至る

木村 一平

経歴

株式会社エイチ・アイ・エス

訪日旅行営業本部

西日本グループ　関西チーム

チームリーダー　

兼　すなば国所長

Kimura Ippei

2017.04

2019.04

2022.05

2023.08

2025.12

2026

・企業向け訪日旅行案件の企画・手配・実施、海外現地旅行会社
との連携による訪日商品開発・訪日旅行販売を推進。

・HIS訪日拠点「すなば国訪日レップオフィス」の新設。
・鳥取県内の自治体様、観光事業者様、海外支店と連携し
世界各市場での訪日アプローチ、誘客促進・送客の推進。

・アウトバウンドセールスに従事。

・モンゴルでのインバウンド、アウトバウンド業務に従事。
・コロナ禍では、オンラインツアーを企画・実施。

・関西を起点に、地方・地域への誘客・送客も連動させた西日
本全域の訪日旅行の牽引を目指す。（現在進行中）
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なぜ鳥取に？
鳥取県への拠点立ち上げ、鳥取県との連携協定について
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2019年5月 インバウンド観光推進に関する協定を締結
（東南アジア地域の訪日観光需要の獲得に向け連携）

2019年に東南アジア・南アジア地域を対象とした「インバウンド観光推進に関する協定」を締結。
コロナ禍による停滞期間を経て、2023年には「HIS すなば国 訪日レップオフィス」を開設し、コロナ後におけ
る鳥取県へのインバウンド誘客を再開。以降、東南アジアにとどまらず、米国、カナダ、欧州各国へとター
ゲット市場を拡大し、鳥取県の認知向上と魅力発信、送客に尽力。そして、2024年には連携範囲を全世界へ
と広げる新たな協定を締結し、さらなる観光振興を図っています。

2023年8月 「HIS すなば国 訪日レップオフィス」を開設
　（コロナ後の鳥取県へのインバウンド誘客を再スタート）

2024年6月　インバウンド観光推進に関する協定を締結
（連携事業地域を 全世界に拡大）

鳥取県様とのインバウンド観光推進に関する協定を締結 
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鳥取での取り組み紹介
鳥取県における海外市場別の連携事例（2市場）
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◆タイ現地旅行会社とのFAMツアーの実施・三者連携した取り組み

2024年4月にてタイ大手旅行会社の副社長一行を招請し、鳥取県内のFAMツアーを実施。
本招請を通して、鳥取県様とHISと現地旅行会社が連携してタイから鳥取への誘客に向けた商品造成・販促を
積極的に行っていくことで合意。
以降、春・秋の定期的な商品造成、催行（送客）が実現しております。

昨夏の「バンコク日本博」では、鳥取県・現地旅行会社・HISの連携による共同ブース出展が実現。
ブースでの即売会も実施したことで、ＰＲ＋共同造成したツアーの販売の相乗効果となりました。
この連携の成果もあり、紅葉シーズンのグル－プツアーでは 合計90泊以上の送客 を達成しました。
今春のコレクティブ商品もすでに販売を進めており、 現在30名 から予約をいただいております。

タイ市場からの送客・連携紹介（グループツアー）



8

◆タイ現地旅行会社と連携した商品造成・ツアー催行

10～11月　タイ航空（バンコク-関空）利用
兵庫・岡山・鳥取・京都・大阪 巡る

4泊6日 グループツアー

関西空港⇒姫路（姫路城）⇒岡山⇒鳥取（2泊）
⇒豊岡（出石城）⇒京都⇒大阪⇒関西空港

3～4月　タイ航空（バンコク-関空）利用 
兵庫・岡山・島根・鳥取・京都・大阪巡る

4泊6日 グループツアー

関西空港⇒姫路（姫路城）⇒岡山⇒島根⇒鳥取
⇒豊岡（出石城）⇒京都⇒大阪⇒関西空港

タイ市場からの送客・連携紹介（グループツアー）

https://docs.google.com/spreadshe
ets/d/1VMuAAViL0i2wnFgX96uaF5
5IiaYmwfcZ/edit?gid=1062035714#
gid=1062035714

https://docs.google.com/spreadshe
ets/d/15EFkoTNFiEPHdS62o19XD
dlezvsu3fji/edit?gid=1062035714#g
id=1062035714

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VMuAAViL0i2wnFgX96uaF55IiaYmwfcZ/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VMuAAViL0i2wnFgX96uaF55IiaYmwfcZ/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VMuAAViL0i2wnFgX96uaF55IiaYmwfcZ/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1VMuAAViL0i2wnFgX96uaF55IiaYmwfcZ/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/15EFkoTNFiEPHdS62o19XDdlezvsu3fji/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/15EFkoTNFiEPHdS62o19XDdlezvsu3fji/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/15EFkoTNFiEPHdS62o19XDdlezvsu3fji/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
https://docs.google.com/spreadsheets/d/15EFkoTNFiEPHdS62o19XDdlezvsu3fji/edit?gid=1062035714#gid=1062035714
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◆タイ日系企業からのインセンティブ団体： タイ人約100名参加にて3月催行決定！

タイ市場からの送客・連携紹介（インセンティブ）

　ルート：関西空港⇒神戸（ハーバーランド）⇒鳥取⇒岡山⇒香川⇒徳島⇒大阪⇒関西空港

❑ 行程表（JAL利用4泊6日インセンティブ）　※兵庫・鳥取　行程抜粋

アニメ聖地やインスタ映え・ショッピングが人気（東南アジア）
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海外のエージェントや旅行者にとって、
「県境」の線は見えていない

市場ごとに好まれるコンテンツ・訪問先は異なる。
同じ市場であっても、旅行形態や層によって、
訪れる場所・コンテンツは全て一緒ではない。

どの行程に対しても、鳥取だけでなく、
色々な近隣府県（兵庫県など）にも寄っていることがわかる。

県（地域）単位としてのアピールは重要だが、
「隣県と連携したモデルルートを数多く作ること」

が極めて重要。

近隣府県と連携して訪れる本数・機会を増やすことが、
結果的に県内の様々な地域を訪れる事にもなる。

県境を超えた連携の重要性・可能性について

海外の旅行者にとって、行政が定める「県境」は意識される
ものではありません。彼らにとって重要なのは、移動の利便
性や魅力的なコンテンツの連続性です。

現在の市場ニーズを分析すると、ターゲット国や層
によって響くコンテンツや訪問先は明確に異なりま
す。また、同市場であっても、ニーズに合わせて最
適化されたモデルルートを作成すれば、訪問先は一
つひとつ異なります。その際、鳥取県単独で完結さ
せるのではなく、隣接する兵庫県などとシームレス
に連携したルート設計を行うことが不可欠です。

単一地域での長期滞在を促すだけでなく、近隣府県
と連携して周遊の機会そのものを増やすこと。その
結果として、旅行者が鳥取県内の様々な地域を訪
れるという「面」の回遊性が生まれます。県全域のブ
ランディングと並行して、隣県との具体的なモデル
ルートを複数開発し、動線をデザインすることが戦
略の要となります。

海外のエージェントや旅行者にとっ
て、「県境」という目に見えない線は
存在しません。彼らが重視するのは、
効率的に、かつ魅力的に旅ができる
かどうかです。

実際、市場ごとに好まれるコンテンツ
や訪問先は異なります。同じ市場向
けのツアーであっても、旅程を細かく
見れば訪問先は一つずつ違います。
重要なのは、そうした多様なニーズを
持つ旅行者の動線に、鳥取県だけで
なく近隣の府県（兵庫県など）を含め
た「広域連携」を組み込むことです。

県単位でのアピールはもちろん重要
です。しかし、それ以上に「隣県と連
携したモデルルート」を数多く作ること
が、結果として鳥取県への訪問機会
を増やし、県内各地へと足を運んでも
らうきっかけになります。「長く滞在し
てもらう」ことだけでなく、「訪れる機会
を増やす」という戦略。この視点こそ
が、これからの地域観光には求めら
れていると思います。
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◆アメリカ現地旅行会社と連携した商品造成・ツアー催行（2026年：25本）

3～12月　
大阪・京都・奈良・兵庫・鳥取

・島根・広島・鹿児島 巡る
10泊12日 グループツアー
（最大500名の送客予定）

「他にはないユニークなツアー行程」
関西空港⇒京都（3泊）⇒奈良

⇒兵庫（神戸・姫路）⇒鳥取（2泊）⇒島根
⇒広島（2泊）⇒鹿児島（2泊）⇒大阪（1泊）

【兵庫県　訪問先】
・酒造見学（菊正宗酒造記念館）
　　　　　※ひょうごフィールドパビリオン
・昼食（ステーキランド）
・姫路城※ひょうごフィールドパビリオン

【鳥取県　訪問先】
・浦富海岸島めぐり遊覧　・倉吉白壁土蔵群
・鳥取砂丘、砂の美術館
・座禅体験＆精進料理　　　　　　　　　など

アメリカ市場からの送客・連携紹介（グループツアー）

❑ 行程内のコンテンツ（訪問先）

【その他　体験・訪問先】
・人力車体験（京都）
・寿司体験（奈良）
・抹茶体験（鹿児島）
・砂風呂体験（鹿児島）

・足立美術館
・広島平和記念公園と資料館
・宮島

など

滞在日数が長く、自然・歴史的風景や文化体験が人気（欧米豪）
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県境の枠組みを超えていく。
それこそが、

万博の理念である
『共創（Co-creation）』の体現である

組織や役職の壁を溶かして、隣県と
連携したモデルルートを実際に作り
上げること。その泥臭い実践こそが、
大上段に掲げられた「共創」という理
念を、現場レベルで形にする唯一の
方法である、と断言しています。
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ひょうごフィールドパビリオン
を通した商品化・送客
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◆梅田発着 六甲山スノーパーク、イチゴ狩りを組み入れた訪日外国人バスツアー

ひょうごフィールドパビリオンを通した商品化・送客

❑ 行程内のコンテンツ（訪問先）

【兵庫県　訪問先】
・六甲山スノーパーク
・昼食（神戸市内カニ付きビュッフェ）
・いちご狩り（ながしお農場）※ひょうごフィールドパビリオン
・神戸三田プレミアムアウトレットでの買い物

今年度の実績（国籍・人数）

雪に馴染みのないアジアの国々をメインターゲットとした
アジア市場特化型バスツアー。2年間で参加者 1,300名 を突破！
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各市場の感性に寄り添い、
コンテンツを紡ぎ直す。

それこそが、この地でしか味わえない
『唯一無二（ Originality）』の

体験価値である

各国市場の『響く』体験を丁寧に繋ぎ
合わせる。それこそが、地域固有の
魅力を最大化する『真の価値
（Value）』の創造である。
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